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相模原市立男女共同参画推進センター（愛称：ソレイユさがみ） 

No.60 
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子どもの部    グランプリ    「うれしいな 家族のみんなの おもいやり」     中央区   キング 壱啓さん 

          準グランプリ   「友情は 心のいたみ 分かること」          中央区   富田 順惺さん 

          準グランプリ   「世界中 どんな人でも 友達だ」          中央区   楠本 侑来さん 

 

 大人の部    グランプリ    「あっそうだ！ 生きる主役は 自分です」      緑区     小黒 輝子さん 

          準グランプリ   「『ごはんまだ？』 待つなら作ろう 自分から。」  中央区   加賀谷 育子さん 

          準グランプリ   「イクメンの 自己満足に 妻不満」         緑区     関口 国広さん 

入賞された皆様おめでとうございます。なお、入賞者の方の表彰式を 2019 年 6月 22日(土)13：00 から 

男女共同参画推進週間事業 ソレイユフェスタ 2019 オープニングセレモニーにて執り行います。 

誰もがいきいきと 

暮らせる社会を 

目指して開催! 

 

  飛躍の年を迎えるにあたって 
  〜第４期から第 5期へ男女共同参画のバトンを〜 

あけましておめでとうございます。いよいよ平成最後の年を迎え、間もなく新しい年号での元年を迎えます。 

ソレイユさがみも、新たに 4月から第 5期の事業を発進させることとなりました。第 4期の事業で育んだ成果はより大きく 

実らせ「さがみはら男女共同参画プラン 21」を礎として今後も取り組みます。 

 

 

まだ      まだ 

窮屈     です 

意識の改革 

人材支援 

 

 

経済的・社会
的な自立 

仕事と生活 
の両立 

性の理解・尊重 

 

地域における男女共同参画 

介護カフェ 介護と仕事の両立 

プチマルシェ 

（出張販売） 

日本の男女格差 世界 114 位の衝撃 

起業支援 
仕事女子のためのライフプラン 

ありのままの自分を生きる 

ダイバーシティ講座 

もっと女性が活躍できる建設業 

女性の視点からの 

防災対策 

 

男女共同参画推進週間事業 

男女共同参画フェスティバル 

 

※赤丸はソレイユさがみ

の重点目標です。 



編集後記   昨年は 5年に及ぶ女性の就労にかかる調査研究の公開講座ほか多数の講座を開催し、男女共同参画川柳コンテストによる啓発 

推進活動も市民の話題を呼ぶようになりました。次年度は、「さがみはら男女共同参画プラン 21」の具現化を目指し、多様な企画や 

講座を立案し実施致します。今年もよろしくお願い致します。                    （小鷹狩・渡邉（玲）・小黒） 

   

最近問題となっているハラスメントは「重大な人権侵害」です。ソレイユでは、DVD「考えよう！ハラスメント」 

（全 5巻）から、マタニティハラスメント（第 1巻）、LGBT を知ろう（第 2巻）、メンタルヘルス（第 5巻）を 

購入しました。企業はもちろんのこと、個人個人の意識も変える必要があります。来館の折、館内視聴か、貸出 

（2週間）もしていますので、ぜひご覧ください。「ハラスメントを許さない」職場、社会にすることが、今、求められ 

ています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者からは、「基調講演の元気なお話に勇気づけられまし

た。丁寧な説明に背中を押された気がします。パネルも討論

も有効な情報を提供頂き、今後に役立てることができます。」

「相模原市の就職支援サービス、子育て支援サービスを改め

て再確認できて良かった。」等の感想がありました。 

この公開講座が、就職を考えている方の後押しとなり、これか

らの第一歩に繋がれば幸いです。 

 

女性の就労にかかる調査研究の公開講座 

〜ママでも働きたい！ あなたらしく一歩を踏み出すために〜 

橋本地域住民防災検討会  代表  石塚 一夫 

必ず来る！と言われる首都直下地震、あなたの備えは大丈夫ですか！当会は、さがみはら防災マイスター、消防団員、避難

所運営協議会等々多彩なメンバーにより構成、生活に密着した女性の視点も大事にしながら、橋本地域（橋本、宮上、相

原）住民へ地震防災の啓発活動を行っています。ソレイユフェスティバルでの「地震防災展示」や、当会主催の「防災講演会」

を毎年開催しています。また、避難所運営協議会、ＰＴＡ防災関係行事への出張講演として“避難所運営訓練”・“クロスロ

ード” 等実施しています。気軽にご相談下さい。入会も随時OK です。 ご連絡は bosai.hashimoto@gmail.com へ！ 

 

シニア活動の森  代表  安田 隆春 

当初は相模原市主催の「地域活動実践講座」の修了生により平成 24年に発足しましたが、現在は修了生以外の会員も 

増えています。会員は常時募集中！活動内容として、(1)会員が学んだことを市民の方々にお知らせする「講演会、講座」の

開催、直近では、＊認知症予防、＊介護方法、＊健康マージャン、＊歌って笑顔・笑って健康、＊歴史講演会、＊介護者

の心のケア。もうひとつは、（2）会員を対象とする「交流・学習」、直近では、＊JAL整備工場見学と泉岳寺参拝、＊總持寺

の体験座禅とキリンビール工場見学、(c)川崎地区工場の夜景クルージングなどです。男女ともに、いきいきと活動しています。 

 

 

ソレイユさがみ登録団体 PRコーナー 

 

さる10月11日（木）10：00～12：00、女性の就労

にかかる調査研究の公開講座を開催しました。 

はじめに、相模原市就職支援センター 久保田 啓仁セン

ター長の基調講演では、自分で意思決定しながら、ライフ

プランの道すじをはっきりさせていくというお話は、受講者の

今後の意欲にもつながりました。 

次に、マザーズハローワーク相模原、 

緑子育て支援センターの職員の 

方も加わりパネルディスカッションを 

行ないました。各方面からの情報を網羅できる貴重な機会 

となりました。 

子育て世代と共に参加した子育て支援者が、それぞれの

活動場所で情報提供したことで、多くの子育て世代に情

報が広がり貴重な情報源となったことは、開催の意義があり

ました。 

mailto:bosai.hashimoto@gmail.com

